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今年度の学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点(JHPCN)シンポジウムは，新型コロナウイ

ルス(COVID-19)感染拡大防止のため，第12回に引き続き第13回もオンライン開催となりました．

7 月 8 日から 9 日にかけて開催された今年度のシンポジウムでは，実施方法にいくつか変更がな

されました．まず，ミュンヘン工科大学の Daniel Rückert 博士による基調講演が行われました．

また，新しく運用開始したシステムを紹介するセッションを設け，東北大学のスーパーコンピュ

ータ AOBA を含む 3 システムが紹介されました．さらには，各口頭発表の時間を今までより 5 分長

い 20 分(発表 15 分，質疑応答 5 分)とし，並列セッションとしました．  

今回のシンポジウムでは，昨年度採択された 52 課題のオンライン講演がありました．また，今

年度採択された課題 49 件のオンラインポスター発表に加えて，各構成拠点から推薦された萌芽課

題 11 件のポスター発表，および 3件の一般ポスター発表がありました．前回と同様に，Slack を

用いた質疑応答の場も提供されました． 

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究は，東北大学，北海道大学，東京大学，東京工業大学，

名古屋大学，京都大学，大阪大学，九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8つ

の共同利用の施設を構成拠点とする「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」が,超大規模

数値計算系応用分野，超大規模データ処理系応用分野，超大容量ネットワーク技術分野，および

これらの技術分野を統合した大規模情報システム関連研究分野，更には分野間に亘る複合分野の

研究者らと取り組む学際的な共同利用・共同研究です． 

平成 22 年度から令和 3 年度の 10 年間において約 450 件を超える課題が学際大規模情報基盤共

同利用・共同研究として採択されており，そのうち当センターとの共同研究課題は約 75 件となっ

ております．今年度は，5 件が当センターとの共同研究課題として採択されております．本年度採

択された課題に関しましては，本報告末尾にポスターを再掲しております．また, 今年度採択分

も含め,これまでの採択課題に関する情報は以下の URL で公開されております．是非，高性能計算

を用いた多岐にわたる共同研究活動をご覧頂ければと存じます. 

(JHPCN URL: https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/sympo/13th)． 

来年度の学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点の研究公募は 11 月頃に公開予定です．ご

興味のあるかたは奮ってご応募ください．また，応募に際しまして当センターの計算機科学を専門

とする教員との共同研究の可能性を検討したい，手続き方法が分からない等，本応募に関して不

明な点があります場合は，お気軽に当センターまでお問い合わせください． 

 

        【JHPCN に関する問い合わせ窓口】joint_research@cc.tohoku.ac.jp 
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【令和 3 年度学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠における当センターとの共同研究課題】 

 

以下 3 件の課題は、次ページ以降のポスターをご覧ください。 

・jh210001-NAH 「日本全土の洪水氾濫被害の将来展望」 

 研究代表者 風間聡 (東北大学) 

 

・jh210041-NAH 「熱中症リスク評価シミュレータの開発と応用」 

研究代表者 平田晃正（名古屋工業大学） 

 

・jh210042-NAH  「GW space-timeコードの大規模な有機-金属界面への適用に向けた高効率化」 

                         研究代表者 柳澤将(琉球大学理学部) 

 

以下 2 件の課題は URL でご参照ください。 

・jh210009-NAH 「HPC と高速通信技術の融合による大規模データの拠点間転送技術開発と 

実データを用いたシステム実証試験 

https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/abstract/jh210009-MDH 

研究代表者 村田健史（情報通信研究機構・京都大学） 

    

・jh210052-NAH 「プロペラ駆動小型無人機の設計検討技法の確立を目指した空力・推進・構造 

の実機丸ごと統合シミュレーション」 

https://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/abstract/jh210052-NAH 

                          研究代表者 金崎雅博（東京都立大） 
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学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第13回シンポジウム

2021年 7月8日，9日

WEB CONFERENCE

学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点公募型共同研究令和3年度採択課題 13th Symposium

一定浸水深以上の地点の土地利用を規制

日本全土の洪水氾濫被害の将来展望

風間 聡 （東北大学）

jh210001-NAH

近年，日本各地で洪水被害が多発しており，
気候変動の影響で豪雨の増加が見込まれる

並列化の負荷分散

複数計算の効率化・高速化

並列化の負荷をベイ
ズ最適化を利用し，
高速化をはかる

背景・目的

研究目的：日本全国でのシナリオ（気候や社会環境など）に
応じた膨大な組み合わせ洪水氾濫被害推定の高速化・不確実性
洪水氾濫解析
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高解像度洪水氾濫解析 将来目標期間の被害比較

各プロセスの実行時間の標準偏差を目的
関数とし，これを最小化したベイズ最適
化とランダムサーチの比較
（石塚ら，情報処理学会論文誌, 59）

社会の変化によるリスク上昇地域はどこか
⇒ 危険性の発信・効率的な治水投資

複数のシナリオの検討が必須

多数の組み合わせ計算
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リスク計算：再現期間 5, 10, 30, 50, 100, 200年

162通り

組み合わせは増
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日本各域での現在，近未来（
2050年頃），遠未来（2100年

頃）の洪水被害額の違い

（Yamamotoら，Climatic Change, 165:60）
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